
令和７年度決算における行財政改革事項 
 
 歳入面では、普通財産の土地の売却や、事業用定期借地などの貸付を行いました（約 1.2億円）。また、
市の発行物などへ有料広告の掲載を引き続き推進する（約 0.7億円）など、自主財源の確保に努めまし
た。 
 歳出面では、市民課における「証明交付窓口業務の直営化」や消防局における「保守点検委託業務の
見直し」など、各課において事務改善に取り組むことにより、経費削減に努めました（約 0.5億円削減）。 
 プライマリーバランスは、市税をはじめとする自主財源の確保及び義務的経費を含む経常的経費の抑
制に努め、約 74億円の黒字となりました。 
 
 


